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（オープン）

手動ポンプのバルブハンドルの位置を切り換えることで複動シリンダの作動ができます。
 1) ハンドルを A 位置にしてポンピングすると A ポートからオイルが吐出し、A ポートの圧力を
     保持しながら、B ポートからオイルがリザーバに戻ります。
 2) ハンドルを N 位置にすると、P-84 は A,B,P,T ポートが繋がり圧力が抜けてしまいます。
     P-464 は A,B ポートがブロックされてポンプピングを止めてもシリンダが停止します。但し
     バルブの切替時に圧力が降下します。
 3) ハンドルを B 位置にすると、B ポートからオイルが吐出し、A ポートからオイルがリザーバ
     に戻ります。必要に応じてバルブハンドルを切り換えてください。
 4) ポンプの吐出ポートで確かな圧力保持が必要な場合には、手動弁とシリンダの間にパイロッ
     トチェック弁を組込んでください。( ご注文の際に弊社カスタマサービスにご相談ください。）
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